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る同引に閥均l0~，明!賞:1号t~たぐい/手"7 I1ちいl，f¥乞Jをの溜応9ぽ子融q

T吾契機否初、市nO ごこにあるこの懐中時計!色 芝山をイ代L，~)き
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ま夏片をこった話景色

和主=λ闇的

背停

首式酌平安戸手

宇む急電唆一

環変』

図く芝〉

E孝之Zみよう。く再開、師事け\~~で1の事暗rc予知?断~)怖かゆ

l ~ 7dヒL手荷物表ちで訟の唱れは，註念哲L長今主宰にあ三と、恵三dらtn

ao ~'\1こ対l2，手前丘のかヲミ肉屋モ満班、お午斉をきち音色め主琵主昆長思.

理策じ乃木康 l'2.ð元 ~b 之氏〆このよう号訴邑J壱甘え左司祭ヒL之竹~最

1終的~~良mと\ L， 言語従:t7左~R-îした発信吾(あ・3 じ-・要{包富〕を

タち乙危11'臥はJ、危ら7当l¥o

主主芭事実ミの場色作二，主-0a:うにき乙きことfd--，d:-...EぐsFfらがさあ2は兎

ラかつ加工品のめ志切J'CE的支昌弘長乏i{担問す3珠色ヒt..てのよう伝

規筆。主魯á9芯橋由主念頭にあ‘かIh-~~\習があお

奥芦~l て.毒物の7日夜乏，き誌が噴辰之し之あるというふう存

意味で、φ規長とみ~(事こと f手，妥当官~ラガ?

N.s. 斡棚、現長自巧，と¥oo)t喜，毒物芝泡』へと認識、可否f-t:-:初期鮪巳

さ肌之II否，といラl¥"J問、乞1 ま?と，皐鞠φ使用五のめ7o守のか・'支度襲f-rごE

tnZ¥ゆ L託金世主策と花守之Y¥;めというい計忍伝 7吾川。を刀ょう

J2 .13 
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7手い砕きの規現代1き，毒物力、宇2や乏こに実物とL之ちに¥¥三，とI¥う事

協モしくfcl.!篭色、:s持作豆と L之H 急。 7ス‘U ごこで「色をこにあるモミLl\~~

物O\ß.立を勾をのか叫建主演がとウ台、左-;与えようと t 之 ~l ろめたJL

こと iず毛， また7ロヱ晶モ， とたに. ;:y.) ~主俸とす也のき叩芋と的問f亡

くあ~ \\~ ~手た，あ三主停と吃4 主イ宇宙ちとの簡l二〉あクて. をの

同琶を計五E可能動Tと漫者7C1)回路局存1;)'之さ主慎的tJ主芝草年を fユ1)モのとし

て.援j三(て¥)'3-.. くをlrtゆえ. 本質的「二，こと1&・モ、また動力主、

コ三三エニ汁 -"'iヨ〉と平司法主仁結るごついていお〉 二以ち枚、主吾質的

ちあ3 の，~. 芝山市形鮭~，あることによ三 o ざちにち之J&.'， こlX¥ら

fJ¥¥¥ ，手町、t.1fj箆と 1之号Lてあ、リ. lかc，をの¥¥~lれもア芥ン人

顔。ぅa-t(2.'，す帝音色芸ζ、おうTlちだろ.む、の主イまから芯は尽lt¥.Z .全土色さ霊

程勾rs1ナ三子(いわl主)白s{之みリ，往仁， 主f手示直ちを荷予をすミ

醇.小平耳T文今契棋をおす七の 3・あることによ三勾世.こ正予形態q~

f淳とa-，芙有士 lh1.:: .主主侍牲の令持/緑色作聞(がと2亡にtたらし

さ¥¥否情包)1-=-， 思ずTdらお l;旬。 くち主主邸主主fi=.0)モ1さえてI\~育弘態

の空包を士くて，主 L万五リ r究彦会企i とをtぶ人さ、示、くこヒ

11'歯当プ?と L廿1..7きい。〉

ホ) i長生み今時I倣色」とめきl¥君主さ片之，「争首性」沿って¥¥3の!色

弱tf:.tJ:'女主昼1)1::: 令鴨利之しお~ 01&1与し¥(-1t-t- tr‘ム v~\1き;ø~手

いしーラニζを示してお‘壬問、からで、あちo ~たr例叩2'支島問住」と

のI、叫之¥¥iiωも，夜1之.取1完1戸支予言すltt3-c今否&¥¥ζー比翼連理3ち

a あ~8-\\1二ーラの!托巧ろ人む，単に，ち窃1d:-らびに耕勿ーーやfl6'

て.規事ミーで付ι~/ 勢~柱。祈祷/鮫色1N'， 英間的仁住(}'ð専

悠aことをちゥ之、\~二〉すすおい o

N.s 史新相在三という想乏ゐ今北?的むち1ロ!苫~crだ定ヲラにF与え之"得117R:

っすのめにを奪三Lち\J'\~目、きう一一一ひわに 1さ，をtt\~1 (芸誌き動

的主ロ末の騎手ε槙吟可~.そこち三ょう。をうひでつに尽 l ゅのI¥'{.こ之

をこと関連すきか7 言言語内令都ピき議会同部とを連産主主1t~回路

.ji 

'E:Î&可モの3'~名だ5う。

二と1&'と毒物工I主. とち!こ，場悠柱!こゆさ、ιた有ろ弐・性ζ、2巧フ 7三ず

ら苦.豆いに広1極的1喜危童仁白ちの F所在をえふうと ef;;'oo -;d e、

こと (~ö. ~t宰巧宵ξ暫1 と受芦JO\ 回路母恵万九<!'.史して町署t帥尽切手孟

のたきかに定在 L之 laうことの t;，¥ .を由急的存形王者推定、あミ37r， こ

と~、にあ、て I立、をの干巧訳、性ぼ右勧淳の l\!.'助祭事玖、0 G-ß^ヒJX(在 ι.

結晶くて M くのさd)ヴて.ち務規室そを確立北、すらモうーうち今、事物

『手，季折軍司かたちづ、く三時窃7と受者1の1eTI告のたがち，物T'B:の飽|に定

Ti.-l之 L aラょう 7主砲責任をあ，). 年初存ëK~与すちをミ之さある o (毒物JO)

Tミが之さも〉加工品~.守坊主φ慣t俸を加してをこに浩史ミn.fl たR混

としてあり， ιかを. 白寄与的主主急哉のた'>.t;'む fま，物T::O)怠iS{二7吋屡

ëf~加くにとうえら4'\.ちまz.~ι 普賢百℃ごE 以きに歪フ?三壱0， 1手町だ，

Zのおう1.;10工品集時fd:-，ごTきのち語現良之対謀、的志位置をらめる

が、，三A 故乏乞ヲて，童話の秩苓とすす当有るよラねな存芝、かたち

ずく 3 こと 71'ë'‘芝 ~o (ニ4季惰民芙専従住之稽ミヱフ之.毒物へ

の~~訊能性の根羽乏志方.とちってと δゲろラロ〉こq よフにし

て.境毎9トにあう之語専怖の尽可f主義惇，実現億牲を恕誌と ιて.

1ち認慣演に匹高文苓る環境きた丞~、 と計お巧ニヒが3圭 3かει仇怠

ぃ。本〉

め さ語の末稽と毒物φ京存とのあ"1己‘に、ごこ応方々、たとら怠旬らかの

対訴1障をT主主程o、ミ1~ð)かど‘うかにつ\\之，さちに開石註尽ことを邑Jフ

ロユ.綜壱/俵行/生認を!甘みどL乙 1J多¥'3o刃霊庇うどあ

めUチろ凡辱P'e広三倍ララ。

N.B.加工品之宮筒手と@関係につnて.1D色芭乙てみよう。

傷能とl¥う熊勘定患/要ち君主1:::(J5¥， \てð;~負勘1と受華何回昆φ巧1)1二

自らをあらゆ可守f3Jt!t旬、‘〉館、=メ顧軍事初完准勘定洛r桑田〈さあき
にと昌三J勾ので，あらゆ三;3白lWF担司令室主11;まず手間tYf.=，をミlこ夜関

的、い之¥¥ ~与b ノく刀V加工品をかた4ラフピ~J:うにふたとさ，毒物忘
14 1， 
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:r fi時~~盛をまた， 10付下三σz、あろ。

記、びUttま;事部助庖1住u.la.グでLZ5¢〉白叙ゆ一一加工烏めよう尽

毒物とめ，蛍に認句蜘に積時羽札たに:可芝、‘芯¥¥毒物一一、た之之ぱ山

~'tmやきn初漕め如きをの1]\";-く福φ世主初に芯~ち♂とLて〉人工切に

比起に方三乙ら III芯吋れ伊窓ら問、めか!こっn 乙漫画奇さき~t と邑ラ

ベ、ま官、3う。 伝の考文J亡ðll\.f;，豆、〉右庄の手によ、てf手ら~ヘ壬Cろで'でおく.た

た‘専に丘ち， 1花、とめモのf古，「急医財布¥¥..l t写~王室-r;ð.....lモのfð-.ζろ

だ7fら・くろa~'~. 単に在るたけσ也現時神め倉11}室1三ðbセめざ、怠る

いにし之官，王寺3隅~ん事斗古学書偽情殺到巧黛flrpめ有用にどわ2 回

わ帆，きp手あ~:~のの旬J\へどり亡~LR之 \'L~ 0 ) 

官ロ工品としとあ3ぷう存毒物にとヴ之本質的TJ-二とl手』ぎをにこ

的手をに.19:鼓~ら立ちのかたちをと今て、あらかたσ 1\'‘之しき司

たおう忌えte写きのち， ここをき詰支を才Ttnつ之 Eいいφかεし収芯

l ¥ 0 ボ，事物を情態吉令官勺にとらえ、邑語的定丘と t之存覧会イclて3十

三L ところ7f'~・壊 F三 1 てと、のよフ 1亘社会虫芳角淳、ひらけ之くさめずに

ついて. 缶入fd-)ま持、蕗フ之い思い，

毒物lユ.7三とえ之日乙t京1;(顧毘奇φ 毒事俸の，俺存~，~:主的、モ

昨1.~~乙，事物議院.表現説。華麗L乏毛ス.ïF.性論司遷延乏与Zろを

あろラ。を t之立た I #ゐゐ論，貨軍事詠7喜之、、引いた、資本同l~呈蔭l論

Z展関ぢ吾 7ミよろの基礎祷モ;;J..t-三『毒物命社念理論と宮11きち関連にあ

ち，と亦二三~ 3-~ 

ネ3 こM ふた在ぴ問おと，つを叫うたちZ三一一毒物f<F..，鼠保芝ぷ

. 七れ如、‘毒吻くの号1本)~治会二Lゐ毛主ptむZ百号、 <:0

をこで，嬰f手的B曹閉じ方在り様Eあ左考どして. をl1'¥にこだ‘わき

ことむ，事径と L とある毒物ìf)二~臥われの呂ρ) C支えに，とめど王う

院Ï-~ミ牲をむ入られ之く爪るのか， 川ち芝?と之とÁ. ~ê・ 3ラ\\方、{:"\之事

多芳子~\竹下さラフ o

E 

3.1 わ汎}ttt¥..{志， βtたたび，眼前例表押断言γに注目<5"三 o 1lIt工

品q系列におさ毒物f1¥・ら尽んとう1-，保箱形径としてあちめプトど、フ

1J'， ヨこ L乙 F モうだとe5"t，Kぼ¥ 乏二7フ、l?i:耳河可否十えるのかを‘ピドくよ

く許を h 占うち T三めである。ほんα倒見芯¥¥7Ttl工品σ¥Td-か『亡、 ~、u'\尽

どの'ff;ろ鐘甘"f.E綿二工川、つま、之れるかを、精華ミ令院してた L7I'め之

升ょう一種伽言問、たれ日時hL臥て。

N.B. 尚l野丞!さ，毒物アIに簡主展的に拡nt(ぢZ註念的fo.事号~3匂ð亡とを.

7込先 L 1.:二。二抗野~'fd.-.をのよ5~毒物の在リ替、か:;人~O)ff弟r::1->V\7鳩

ろ命壱ひ、、つぎの布色民(鳥、)1二2分75、れ之(ij~~か芝‘方ミL之みきこと!こ厄言。

ぎのよう庖加工品と¥¥7.，どt;， I ~更して X凶の濠決ゃヲご陀震とと壱

に陀乏に哀切とびだしてをた附，\~除去}.¥ ¥ 0 三臥 rdι.7.歩了き弓手、メょ

の(意識rs91c}.)活動仁ぶ今之稿夜、くnh.F-:セ司 ~aうし人す\加工品
を、 ち乙以て矛1と的 d味合、 をけ明、誰?の千工業三子三月 3二とを、 M壱ヲて

いるのだ。

喰中野市tt~ =eちろん. ~0 ょう烏もののら Lゥであきq 本0:..
を¥{¥tF'，どのよラ l二 Lて11'11乍られたを4うさあろ二て芝.世ロ勺ていき

一一挙遺産 t=とのよラ恵子耐震によ『之'PFら~F-のか f丸万ごしと恒三9
.1き¥¥ ，之丸之1;-0 喪再字、， この時計刻、刀の<f:5 ~忌禅業支の苦手E己がち己、雪

之，，~内かについてきえ-'，私時殆モ、たにG とつ知ら荏t\ ，ヒち勺之

t ¥ ¥..lのろある。畏了三とこち. 三~0 そ口骨抜rð" 文き干Eと金t/ 1蚕開7d-7勺

ヲス干ツヴの I〆海鼠ケ己~鏑勾7l\:守1べ官、ち、 1さり‘1三ゥてl\ろ:。

乙7ヂζr む l3々 卜がら見之存(¥芦予骨に，数えさけ1アd-，，¥尽じ‘の濡tx1忌

一郎品1グマ勺 l1)誌きづ之五'り ， 当乙恥か℃席者「σ)，2宇佐と lc，受T勾可
殺酌活動ミT 乏:t~え之、\ ~こと f芯た L が存亡と号巧 ~o く少くと

'6，甲を開片て#危 ζ 之ぞ，をのごと左疑う定自fJ..芯l¥6 ) 
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この間計~" ~きのよう芯葺品め è‘のよう β医ë.2l\ tt l:j吠t工4 ミ士、¥d-

か1手.手ったく専門的知旗白黒字乙k蕗，1:す dP-3ラ。 (11'仁. lh 4¥Jf) 

U'Ltr論。たいと息づ之、、吾加工品今季土念的性格臥

巧3移術生ロド還元ごrU¥之 ιまうわけで，=cf可でも7d¥ ¥ 0 

τ1CK 
-n(!K 

芝山モ7訴&'0あいだ'

をの 7ロ工品に閉

たずかt7〆 をの

3ミラ B康徳的7d-事柄l二「手， あきkリ三千三、わち 7吾川二と!こ lc.〆亙民7守

に自主とゆTさI仏るごとにくよてう。をうすL札げ，s'昇志寸とれう二勾ひとつ

仇訂後桂か/個々の岳tbq主主的r害対象性と，

。島市き関係之、之弓守也容(7;ち巾ち，

た寺11民〉と l二，まヲ Rくメ乃島ヰ立以可、乃、リ務 Lか之られ之し事う

あリ:お IJ と実隆三tれ ~Q こう 1 之. t.r手Aや、開計は，

部品が?吾;九、乏ラミ、あ3f子と f二Td-，主在的z..7J..ぐたLゥて l¥るのだ。

3.2 j長勾馬番Tの実在丹生降、ほ‘ら，~'、ち 1こ主帆之~乏の一昔砂子守口、

強志の要伝性に1烏蓋寸t ろ胤E"

を tれらを市白羽たて，加工 L

モσ}ことプ戸二

、ぇ

全く司自仁刀、 ι，脅邑畠 Cろとこ名，苓幹!ま.最侮勾!こt;j:.，

〈たと乏江川，金~~、あ ν1 た岳、，重量鉱石主将弓会長針

1事支ヰ之よパ‘ほう

1宅金さあ云 7手ち降、，会館フn:クロム :問ヒを色住}こすちと二 3プアち，

ら刷る〉。

黙の疋貧血の侍ガ、 β、ち

がら〉えらtr¥ろ 1力、市川ー

ミ之亡ち、 F っさT‘に .11ロ工品q苦sfiol三

つい之，芳えておよう。

それ1主体1プモヲと彼女諸国7事

Fさから，主主E愚 皐 に す き

て}"(.<ぢ l之島品と怠っても Î~η、には，

報担ιfま〆千ft与の

レ¥I-tヲ問、同うとら汎て.蒋動?τ工ぜら lrLてきたを ζろさ

::::tl¥左，

自然生熊高から，

あろ。

鶴自h~ら按主ヲわ\~ょう疋部品モあち。

1ミめに、宅うこ w¥以上得ガ待部品t"=t}-)町 3こ芝方'r'(;'，ぎ芭いよう s柁

箆に~Z:ト限即肝百&-t:E有自主 ιたとこ三 E ，.考えよう。

裳何可後か Uう刀、f手'.dI¥'LLて. とのような.加工何千帽を湿式市1

にたど‘玉、~.想的存徹怒した精患今7街砕をあ、七い渇いてみ三怠らぽ， をつピモ，素材!芸，官砧qょう尼形慢をいて¥¥加、平〉た・什?亡，色符同井県色dl)

"6'"勺ち面倒lたにと宅F主主じ‘か!1d--洛1¥..， たとえほ高位/立，企笥ぅt弘、‘くで再生:ミ

リl~t?) Z'シ<，>か乏し l号制!こ取1ヒすることに腕。をし金生令妄今木津ろの宗在

惜二瀞奇主主有色色ら，二巧民奉T乏構改可3金主令ろol旬、ヒ広金器開fでに探堀切t

てと初ア言三台汗聾ちオませま~柏工島司2百いたを程めぐ、、たT三のそ， ..:!C' 、てl 唱陣

H.B. 

防音十とれう=のまとまり~，ゼ、シマペ，千〉フ。‘ネ?の1..::.1手こL :2匡芝

協と‘m とち・包，数千ぐ?D仇者~~(ト℃つらとつに， II長時に令解左と

(1' ~ tさ 3ラ。想段ηの存かさ，由討1エ.こφょう f手部長もの護持基喜八

ぜF‘高司下切らo ll/J'G.こ今兎ちは，白1¥叩工品市安企r.:1笥荒 L之Ldゥ之"z.o)

告から，新号仁川相工島司帝袋、乙ζろ宵¥f=:I:友情1勾蓋蒋偽記忌間借を鼠¥0)

c. 

わ以内Jl札f本， II宗計のきそ主的1ユ7ア11"'ちをあ丞とこ

=の主事品。形態口，き誌を裂選可S明勧I週程

「下哀手もA をとげ之 1、手のだq

このよラに ιζ ，

うの，部品に還~ミ与。

と，

奏材!二~.i彰絡をぞっ之~. \1â.\，17モιLI¥.7三¥， 1]1:ゥ毒材をまた人工物3あ乳況に

|立案有芝川頃1注1九V鴨亀三・ぢ~~o 街lと L之tbか1)やすをう高のと三矯気温

〈ζ 訟)~.ヒリ ~fr'J?o 土包くNa.CI) 広天然に 1写司)2):壱のて!Í5oZ. λが

@りた!ιt=:t;;?う 2:1立なt¥ 0 句碑に，え工的!こっくりrιたとちltU¥ミ示会

ね11"与え~r三t去の êî' 4;~"， 

3.3 部品ガ、ち竃 一一一)
δ 1;.，部品のF宗色と問草毛勾事情11'ある一一手言荷~ Idi.う、に陪.旬0¥字誌

殺からえら札 s'50:>七，!t--存4二浮いか今下さ〈たとえば，之宮T/レえ

18 19 

主ちに茸品の素税に、呂左官、ひてみよう。



自与街科く隠れ ζ ，住態系) 1=間くて，新尺尽現時.さ~~加さぜ C.

lれをけ¥..照会ヤ事国;:0，事長耽， F葉科と¥¥フ形匙.芝定圧させ 3ょう雨、

切穆れ遁寺言三阜の0&ろ三判。

乏

樹 J)¥.A.三却
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~ょうrJ魚色(た之えばr-視認1... を為げð-占う九点各〉モテあ三唱

千金吉q 戸集合のように，主E裂か‘問主漫頼。fd.存 1)濃さをつよ訊乏，¥三ょう

与ときに1手， を司急電芝1広告与海内容可能尽あらゆミ色鼓弓奮がで篤

要民令布きた与し之、、三五， といういヨ子<:'-， ~縫にfc5:¥ ¥己、寝間〉八と

結晶 Lと¥，三，とき5え広う。 1霊邑，伝|弘史，喜誌のかたおに定蓋

した守安情忽7"f&" Îさノこのよコ芯形徳之さあふえ閉q也的~t高攻作用

「手(主ζ 1之〉畠講じろ咋之さ和支氏くrU¥忌尽か 1歩高¥¥ ，こ〈ちょう f三 L

之積司、刊にたち予定くいわゆき句請。1)¥'，匿受性a丈苛Rr安 殺 と 厄 き

二と!吉、経嘆拘I':.C:時ら汐e.'di~.を二 ê'" 二\t\主.ち捷勘定~の

7寺ずにか含え乙ð>‘くの~'"著者 1-切る。 ‘ 

畠京急td. 人噂にとヲ之， "~フ0・雪乙2の白希望、之さあきが二喜詫c:>)~-S

仁急設9時君主告さU1..1三ち務保証左，とく1-，ち藷俸と称ぢ 30

苔鎗告のあ 1) フちにつ川て方界乏-1f cすめ多こと，(f"章ロ~1:t~理論CJ/

基茸街7吾勢遺3為三~o

N，8. to~ヲ之q程垣(の夜更〉が二食付に犬芝居実名局乞て1\ることに，安

務 r.J-dえるおいこの隆史駒蔵事長を.きで.url Z.diょっ。

to9ゴ弓之ζ写生互理降7 あちち話q部芝2‘音色cl-t'¥.J0-は‘湾問ずった

1れたとえと明ききちを苦芭ちlY¥之17.内容/-'委イてが在L"$.'C I守主主~1さい。

-C09 ::1.'‘ラスゅ主主雪q内容匂}o事リれがで旬宏110)ち諺迫}手(完自主拍守

に〉惣主ロハさがら忍‘Z京3.~手7三，.tÐ今2ぢえめ邑主主同，;asでよ人~‘も，

h三室内‘らlkでちま要員問、:Y:$..o~ぢ市町っち，こ0)主理!苔ノ x主的おな
移存0)-):1::うぢがち宅/-'知主1之、¥~o (~，械七叫コ巧エミミlTi之口，崇敬』この

秘 u色、ιι之，ユ札を千云支えちし，¥¥~) で仏t:f>"9コいう之勾えず望!以lの

J:.3&rろ在p，，\:tÎSを L之\'~ðヲガ? )乏時'"志，づd3ピ=3...嵐主主昆慌

にお‘竹3恒言、耳、1). -1国のち務官主語句千2.

いや.人観草~頂自の七と仁詰~t二 L 之lð-，あ歩リ l二t交に三手

之さき寄ぎて L手フたようた翌，主主勤吉正ヒヌき之今回伝につい之I<F，の

ちに微""dて tて，砲を建つでえ仁三手本ちぅ。

5.4 いラとこ 3の「象徴主草$....¥-11'-住程 ιTとこ"l:.， ;:す1志¥1)tラ.謡史

/)民話1こを巧てノ〈賓が'P-C-めて畠穣司象争倍討を官を得す矛に豆つ官三

二と， ~1ßずt "ð-とす U\. tポ， ==0象ノ例葦合L')(f!毎，附け¥..1{フれl手， ち義的

提言Eのり之ト Tこ，ひとフの新らし¥¥童ゥに市権男1対い途切b二宝山たことを

ιdO)否みる。をlK.1手， 人間11>'物7普t.c乃7e-沙に浩忠仁た鮮半専に唱え的

fd.対象性一一図表一一!こ!きか忘ら局 l、。

二の照頭サち?崎捧1呑むに曳らけ1.~よラに芯~，図鴨 . 女詳し l恰

Io \亘ln~'0図史侍/之4回裂を三支え之，，~制圧の漬翠十台ら(庫理的に

〉ミ芋『巨ぐ旬7f) r芯込立臥1三純料形式~aえる/と\，う cη!志， (~'(之

ぱ星里遺九どに弓之ち、身、 3可弓毎tJ'- 乏q物在13・字転，~I\\'き私混と L 之
E晃建立IY¥.<-¥ ¥ =3のに対 c);これろ国境内幸系企仁「五‘ ~q物存q探

$1干3延!志 「事奇心ヒ t巧".:2平質的ドご抱知争点与禽句幕当乍r-.J之、之.

官三量二fL¥'¥.き ιか芯いがち， ラをの背ヨ縫fさ， 三勾年妙在d)ヌき泊1とは産ぎの U

- 存し 1-， をの物車以外の~~季ゑと，描く者丹原Eイヤ ι 之 G苗〈き

め事以-1僻子元弓ちか'2')，関りさ在、けた与のろ巧 ~ð ら。
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N.B. 若年「事，徹也7きと・と建主主ぅ乙直培め矧在的誌呪!)'Eの三てE芯円。

ι-r-ß'η，碓渡1\1<.あミß~~ 愛知佼芽5?，tさ，俄.&1惹理f苔守l)3布く，奮

さ主惹P芸þ肉喝をあ苛問的之撃が7きecう!ご，し7ユ1\的けに~れが1ft力1った

わ。忍同，宮支のをn-乏之η る~j;\'的被存主，とり考乏之ずヲmð-''ct

ll"17‘? 

djをらく，芝胤{志誌行為的主象台と陪時並針作拾のdJと更さげ3

4t~。 滋養主主lh.自信局苛守宅急性td~5実l-Z，喜詩内定在芝O-C有三と

広?言L¥CI t 7-ナι.をこl二?乙ー守主(た決3子づ宰金持、寄与々…ーの電

駒内生古、清程し帯主毘n~生0)ずでσ3 ありう5 と持主tF:=.リ苛ちと三和、 fぢ，~ ~\t\ 

ち(由ラロ，ち者判定在乏右巧.と芭ヲ之$， \"H\~'3お

象徴葦会 T手--~に国家主乏生ð4-~可保カ 2三飛壱量的に畠めたにピ L"~

l:?す，を取 Lクゆト内積2急1139花務後f1左t、大い!ゴ女主ιた詩歌1升ヨる

ぐたと~百二 ご弓開強"X~色丹細石器女イてめ展簡をみ心。人議堂内

芯お地司Thすとこ~，~よu\.ぽ，象台待合く貫生え嶺仇霊場〉以降

え事~1じ持弓量供く主で宅~打)ザ)，寸寸力、呂、七高極化 LF-とちのTJ-斤

れほ、活l'寝耳mf4:-，切るとつ畏当今刀 l'~乙 1ヴ o

N.s. :::0ことß-，雨後q 人妻毘記念舟走塁量抑ンt1JU\均tl\~ι吉区主要ぞ色拘1，

八閉め存省主ñ~が寝聞には全ぐれつピヱk， j言語助言詮句集積的

MÐ麗下ど片た毛ヒヂ"之さたてとを，~妻もち3 ことにお名。::...0~ミヨ

写主望織1"$.， ~去の扉野里吉偽1まら，盆{'C書偽命怠ずき?海をの二ちコ~.

一持巧喜三とに?きち12'3う。 1â~"~'C7， 穐貧乏零榊“宇治構造。、注

動さ~J之官之可ろ之乏三きかわりに，さS吉ちを白色在q固有町論理にした

が.~z. 11主唱ミさと胃芹高官捻.むののが‘Le気号室主閉ま翁'ら主呂

附明ら・(坤後号室問~.，.侍/様=敵主義ヒ事付ら対

立苛~呉儀さと壱ゥ之町三与。)

在三と 1ごぞと寸‘く一連司事色告を主主すこと炉ざ巧ミがてごの主宰今乏ぞ

たら ¥r三義浩穏怖の乃の~'・今，之主主q怠滝左，われlb'れ T丸急務向
性在均九台 1こ色め乏わこう。

，.t.E~， T-1!Y切d:.jt::色乏3のか? ます:幹生時/顎危程弘、c待望干

空軍き/筆箱確(絡む'ê:，民間導I~(て施〉の対主1ざ~ 0-J亡にεヒつ叱材うが

Eヲ三乙てみよっ。丈イヒ下撃は，倍数fまさ、あっ日) 種ろの破落性tタ疑問

Ùl2.\A1='ム志宵ξ(のーをわが R見宅\2，人聞にr-:a:副1~..17::l)苛3，L:\I)特性

l亡(f1L，自然予言E とー記‘巴う~"~lJ.\~ (がに買えミ)。 どろ、ι，ヱのよ主7;'M:

l性モ吉弘三3 際、困層/をモ弓 Eの/手(i~ち方、 ζ，色紋嘗め苓 01ニ色まIt\.之\\た r~

守をあり.党イヒ有限〆台予足音きの?言合命~&傾向1吉丈をぐらさの I(f-'‘c.Et

のとl2おし宮、わ'0問題以パき区， =rJ)めら自然11h慢を塙定

c鳩 町H三通路ヲ付，碍復l"2. vt ぉ:〉B，ノくrl\~嘆きもり川町守主的存(勤

王台汁7j.~~ dS 'd 0 ~乏Q\ゅうと，こqjニ31き一連α行為dーを寸気f以下ミモb

0e'2J>， 3.芝、、ち女てて時~，主主主話法正とよ品、、こと l守，U')附叫彦九
E主主~電~\[~

議、危積年初と笈奮とは，三との「生産性.J (Jく間ヒ生活電制を食危守

毒事1金〉の怠主の敢に， r1お宮ちらJ ~<7I之さ五~ 1>"ン このよう活性従

I手，~昆毒手長φ 精~0 IEJ'容を!こ埋め二ð.Ù\.之~~荷主リに布、ぃ Z ， 発揮さ

Lh.'ðモめ芯 ι フヲ7ã n 除ヒ，述君、 ι ð~. J..rさ， 生理的~~昨~çつ、

まゥ官三く勺色尽角1aTも在と 1之官主宰ξL. 自宅建匡儀~~t入とつめ環を

存可ちの"3‘五ゥ巳，を 1 て，~と Z人前と・取尽ピ・ 見1亡Eろぢんだと L

s て1S:，人が生亀子長 q 一芸雲左存可と，，~毒事~f志茂 L でくつがえ 3 ミ

とが危 1¥o (部卒生活雷除，んの国主要qふに自然芝惹急可否1噴きが・

~ dtJ'.， 至ミとこ3亀裂τ、為三と ¥¥S裏金α前名、，三以降穂く/，{ミき

虚寿之さ志d~) ノ仁t'J)活動Id，ち ¥3.. t:E農芸者言芝巧~廷のr=主めミい
き市1fこ作用 t 之主下三のマ~') .，安庁五守61草合1エ， 住電量茶、八今イtXP"¥ 

悔~1J..l ι!手 c' ~"E...という保守，大芝 β第、圏点左連『苛る古来事♂~ウ
花。

、5.5 象徴葦~仁弘主 fフザく，壊さに注目有ハ、、き\\~ふとつ0)葦烏

とt之，会毛急宝寺会主、危蓋づ、円よヨ旬色う手きで怠く，新E守ち主事

~とめ需主活宅亘ゆと号主主量とき降フた態荷/何蚕文化1犬、手芝生三・伝極ι 新己認葦会之 f事，象徴従.171ずまJ¥}¥¥ 1三食料葦会~Jろ') .庄屋芸~O)
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付ラ〉之芝 1弁会メく間司聞に1室内玉三とにふりIA問。‘大きに忠実仁

之性三志ぢろことを耳告と!こ lF-o ご司司巧『て，毘育0)女ぱL巨額引隆

史ff'喪を有色。三とれてが廿 Cちょう Eもの2・あ 4 たがにつ'¥? ，屋建てま

すT、Lり叫にI.Q帆 fミ鞍乙-z..<ut音。

新E蒋事今~.友男、(o.J塾大ヲ，害ちち，権11魚屋ぐ国君主〉たと『乏

で?とら仁 7三1)1.'..ちてからきた J ~主ê. c芳八守色気動員定匹。-耕昔、主宰 C'

之ぐ三恒三主主仁会長。い乏うち'お~Ð 金~Î-つ1\て tcへぺ‘ 3ペーでた、かで

当時(ょう o 会主 ζ点検〕 制 的 モ ， き 静 健 在 司 集 積 と 1之

校主E主防陪可司会広三。 ι1)' ( ，以下2 尽，文写たついてのベ、/ぎ

下三，喜苓的空ζ在に関是l?，宣告 l三ついて嵐長話I二向刷之志‘く r片!こ

す歩。

d.. ~I主

文き一一昔苧き誌とく亀終的にラ対1ちてsょ.:31J.額引芝ト之¥¥

3曹三者LC7l{辛子込一一t'd-，程プ7に J、て「桑担f=tj 主仇?と。を恥7事， 文き

ず，犠打の零来?にとた之三二とず示ミ:f~ 7少ち ，"5-0， 下三7予‘ i臣、の文

~(形案。は，田急( ~39長〉をさ乙向曹三住之 1 之\\ 30 lがし文

~O)森らには，一連伺囲気降、 s"に対主 1之¥¥否め之さあ、で，こ

の鈴江仇主語唄来σ色正当す3近主の慨を主司ネ活字くたで三ぽ，青音質

01，主幹今， t壱司;一--...) .~団長 ι と~.. .~きを支きたら\.. o"¥ $-0) ~， 

規琴ミビ魚肉 3社会議接さGt;;d-l:乃世ーごの持性に毛とづ‘¥¥て， あらゆ

ろを2被q昭電五世!守，支怠意気と L 之宏をさせ~こぞが司自匂二万三。

女ð-r~. .a;，らゆ3喜夫毎を. 文写とれラヰ秒主性ζラ実与が1亡穿才気イ℃ず

さ三セE.，宵自モ!こ方d-o ~~広， 色者邑岱:.0)昭之内 Eキ=iL\之，，~ち務的

建f-E.~， 主ち，-，惹契4つ調差是左介 L之， 図完t.0有吉ヒ彰移てて昌司 ( 

=のことにぎ今'2.慣性:管tダよ1)強国に存8と同信号に.事Z全 T忌紗訴E

性 fず生か 5o) 

と三ろか~~文宮尾，事諸待干さ「γ乙‘!立花く，私的仁1臨め馬表出じ

t之 q ちま史E も，みTをじく奮まとめることを可後と立ぜら文寺院，

8討代誌と u うã\1三ろに u ちま苦老長ì.~， 司供乙 ct 三が C;~. 文色!毛
主殺を，渦燕"hち借契被l.老長也仁志‘汁弓歴史牲を剣弘す三。二之 t‘

.. 

支号~ "'~，国百@支急(急環) 1i町民1二c{三形町1fdi~ J と¥¥乏;&1i..' 

ろう o

~.貨幣

績なを\\0'にろえれ，~'o-， ¥ 1J" ? 一一二φ聞い f志‘~ "6'1苫がの奈主

聞のひ之勺さ、お'3-0 事!丸二胤き在日1二ι?三汲リミきts:"，守モ希有向倶q

いくす審議左見tι 之¥¥忘れ ofF記号主簡詠~Il二， 二\.t\にらとすO)~

淀を与支ち‘と tけ企図左モフ之、、ミ。

N.B 1ラめと‘支き乏湾~0に，畠まち待命議会論， zUR 起訴官bの桟持

tt-.~支ヌ干 L1;J. rtU\.Iå" 恥存rJゥ?とかう己貸帽を論。ヨにfð， 帰ßh告訴 I~穐輪

þ'、執事的訪1寝泊乙曳符し耐τL-l\.1~1存与市以。 lが乙.二l\'\~討nヰミめい

ボL札『之毛J f'きで毛堂耳罰論句作業。‘写きフ片2"ldl'以上，宋問 i量管た

関ちる想起き‘的接持1ìt:さE縮専F文芸ことfð-， 住1牢定士、~~ι?王昔、て，ご

め埼2‘~宅~.，1=<直領制T吾首想。街角E雲寺と初 31亡とと‘m
o-う。

貨幣ヒフ竹之，七ヲと毛根.~拘G想定き，つミr'c;，ように手乞ちニ

ミ~t夕、さき~~

箆望遠く現象〉は，キ識の恐が(!'....無神の度高麗ηと L之 自 ら を あ

ち\-0，ちょう得，社念趨集号\~ ~-o ~手ぐ6>

N.B. 序草原f手点検仁聞事三社会頑張-~m:‘〉略取引去はá，問、ーかへ

2すさにo:i..')(J)~鳴~lL O)}立 L之れれと壱，首1穐以之\\三唱この荘ら疋ー

かむ〆人it，租互におもf:tiCc栴克明〉しか荷(IQ(!IG京-gp'，; 納品市と'-~~

必毒物7~の爾に，可汗烹iとめ幻想的南関係1前理主フぅNt\.~ 府高は，

E禄的ち2弱から，育代『之 1汗~\I-\.之広三尊師7tJ../JlB.百三友取17左f実ぢう~

ので‘ 2えるがこ当~4'\-t勺とつの完売力にきで『手持3とを、買意脅7之 代 現 え

d)~a:-.3 に本~'め。

*) 貨幣fd...:z.tl'\~升1安穏(質主動7芝実理3)3)ごとにお\\之，1で動明ロり

?三吾の乏'1¥')， ... 乏三仁 L 豆島引生〈ζう強引の雫務初、‘刻みっちu\.之Y)~
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N.8， 富勝尽噛建17<'予あá::と"::J"ヲ之 I~万，、量出之~ら~I.t'ð画部語表口万円ろ友

機の充実拝!さ)~象台湾事~~\'2.0)官ももみら事与をE柏村ふ紬ち誉理

輔の最主命1~~1.3-1ーマ|守の T缶桔時手五ゅう I ¥P'に王賢主巧3t>'をめく、

乙寝間 L之さた、としい之ぃJ守~
料〉 ごの事情「玉、いIb tわち註代制官営己、2月ろうとI~r-マ/lかえ主義恨)告を~;~伝

3ラ乙，をp、2月2与同庁之川手ち¥¥"下三た，\商事例主義悟 -)..~方背骨r-Ji'Id，と包':)A・・

主乞協の一ーマ1レ魚主仁場働恒3芭梯，ぁ、手ふ々lしつづ之c選三羊賞理」

E無条件に将持主将記号芝，吾、り!こも岬j3¥11とLで〉のZ系金にfd.，亡量

化古小 F三〉鳴動主再x可~:::と{二手ヲ芝市Bbか生産主lt\òf草誌を予三ぇ，最

終的仁品購買170~f$1夕、明僚と直前ち主同 r価値17)実佐治・'場跡

Fむと主現区立\JI\~ζ新警合行為と暗隻ミj7とのき笠間声\王室持。尽かさ‘

4ぞ-r-V¥ろことが万tりのlて 加し ñt市~め漁色同五三乏のお足立霊健1

!玉、衛権α ー稿短事記。厄ß'ê‘広恵俣さtれてほいÞl~事完g:，掌

に，ち主岱O\~窒格間隔fi-'‘汁モヤ軒与ミこ t 之動くめ1(}，刀営化革手己ヒ t之主邑

か抗、乞'vr::忌。
コ凡ヒ空手l? ，~きて毛空間論"口r，徒慢さt多安置可3 コl-\ S司自，実ý39ち

誘活E主巴&')寝1宜的主主，入閣σ行為議官等q 安井131二:1:e'とLミe'e"

ι之考乏3をこ乙ミ7汚.民事き有三..， 201 とま . 篭脊fd..~話~監をさ、はおく，

A顔巧恥号的tJffT熟，寝悔究f更2子同町二可"d-t司どl2.，形室主主集め

仁言乞足立1れるち:3J4

えミ脅さのあリフsゃキ蘇1手， 1=三 t かr-，徒指視察'-~ 7J.-7J' ~， ~申I\J，I向怠

め今7芝渦舟1之 内 3. ιが乙，互のよう底納注量〉くiJ-=:::~.ム乏吉元・主T三

せ之引き套f昏ヒ民誌をえqきむ彬量的向付務樋君cぅ全能的f&1.J.3が

りが‘a;~与の Fれちとこさ、，偽善兎気芝.会主<..社怠俸系勾物道的存注

意之¥¥ラふうにとら乏ち担長まに?三『之3十3と，健l奮さ査察時モ，寺下三

イ野島毛，従来幻事実北在謡史:e(1).0.'、2くる Fざるラー

権t魚屋建!手，自然生亀系三角七去のと 1 之 Zち3-~主的感受""'- l乏の工

で・一連内美昭仁年寄5舟存主dt)をら乏ラ片た鶴来， λ底的蕗託金日塁

走左吾っちに至ヲ克とて3tz:dS'dぞの. 之 t 之杷え~\t\ ~-::::.と fこ汚~
44-

芝山ゃう~，緯市議事椀侍，白

ど撃荏怠=3すf3とこ包に豆世也hざ帆ミ物在牲一一主笈話均白セ主一一芝稜含怠‘f化七

巧3dぶ三5st.右7のEろラ7移吾f什十可収、仁博芸?言忌トら7為3机 ?世ぎ2ラうラo

白惨fエ，そ之仇自~P'毒物Z‘2釘 3プ'Jl'， っき、必よフ7ð~精敬志毒物さ、

あ s一一遠山 I手，人-r)・事事柄にお拘ぢろ?三めたモち芦可(題意向存〉

豪物~O) rt 0 笥湾問，保市前三きあリ.額納さあ2与e 貨幣勾翠主要牲

と 1-;;' ‘人が毒物埠り守男手~ð1 よ!豆、可ト五匹己」司íf&攻1左与え 3 、という l ¥ 

升ろおき'"-y:こと三町ノ人時，笥津を什 lZ. 日常生i百一毛莞L1?色も

!て博容し全〈癒え的Tð 事物の冒頭1 左議~3\き 3ζという 1民事ミをとっ

)。きた，人Jd='"省瞥をイrL2，生足長崎トー奪買を官も(主主ミj:¥t ~ 

〉千三あの，会く沼差的p事物内使召1乏干高吟でき吾仁℃い云侭匁~モ

つ)。【かし貨幣1J."，知的'3'0三 3 よ〉た計三ろα Ið--，堂舎に2.~\

f戸路頭ll 2: l 之貿易え苛きがちに，す~'号、、。電略行{嘆か\集会的に.

祉を三毎手いたきすきを業規L 之、、~縫m迄理1d-. 亨ゅのち琶事臼1. ~\ 

2. 人間の手雪践の存蟹喪主1¥剤、J 悶B指令た 1宅建Eされ Z ¥¥ d，と門主宰

島市の '3'~3- 0. イ雲寺宅 C乃縫陪i屋建たあ、手厚、ðF作用O) t住干邑!志，たと三 1ざ!

トJ¥Qy¥ey治 t，)'¥汗. MoY'ley円ω とれ ~1三被å E1を、之 I J，¥ゥモうら

新し?"a1-1事 付 取rf事ち古川。

予告時二肌住1ことどめ，賃潟についマq 雪rð-~展開!守，手?と適正乃

考会t:::'争方、3ラo

5.6 産業主羊岳 fき，事物の様車ヨ乏一宏ぜマた。

定五業革今0)ヰ夷知的存率穐i!'.動力車おにあろミ二万山I言、J 三方ニモ二

‘!き， 工程乏支政可3得事かを，ノくちの律動7がち、最従到にやま在育ちこ

とに亦功 tr-，とちえ 3唱こU¥td，宮俸の r侮?枝.1.~三時市ちすろと岡

部に，旬悔す毒物幽夜存仁露骨定金吋¥，r:.令向島〉芝山3ごと司‘!夏目さ‘

七~ð-oを l Z. く人閉乏色芯〉主軒先柏:y~零q烹蒔fざ J 糧事塙尚告に

嵐 J僚をきょtlれ之口くの倍。二のことロノ初富島1d監禁羽海にd;、かれた

顎佐一一石口し冷り?ートー-E頭注すす否。差業化、賛事摺¥(tの

lti1臥砲負白老盟のそた立主と，毛哀を怒っヲ超程るJ毛~.o

!45 



碕 J(¥.大三郎

N.B. ち務程在主和国首にきーでt-.穐布在、(j)喪蓮を中。τ仁t授精・亨御繭.

椋報装置~~等論，宇豆電論，7均二毎題乙引をニヒ防l¥o 在E1"沼

主院晶、の鴇苔誌も手門之さあ〈資制l主席お~~図的問題担とつ羽市
it.7まとまr た界持pαラ3とa"T'-K.d0 

E 

6.1 この¥I¥議、博，邑語的怪在検八q 皐ス左百方毛の C"ef¥ ~主 Zテろ.

若尾にあE 守 2. BFl1!菟ち帰魚琶を提出苛 3 二と 7夕、ろさ三\.l)片さ~ e-"f.:)..I¥o 

ι君、 ζ. 今7考t.色語的定在につい之の恒例的存議dさを苛巧め&/-~ 

f三ゥ"2-e，吾援助言E在に定義1r~2 ら Ul 之あ 3 こと抄‘〉作業仮設と

L z. '1? ß~ 1ð n. をこさ， I 以下 e・1杏，暫定的起全議芝士主 tて3ナよ

フo

λ濁 c以粉々7手作為c同捜ピ Lて，物】存の怠15'r-措定さ仇たま

2f-， 顎佐てナら!ざ F吾、れてを亘書主巧3守色処の市能芝，色気動~.在と 1、

?o Der. くワ〉

三ζろをE義に¥¥さす11'd¥ :e rl元医可々、き奈子、か\~ d""s-ごうが，急会!こ縫

的 ι ぃ~'" <:子td. ごのよ5 活魚乏ラミを尽、、りた 1之竹山f苔〉昔話的定

在坊主義と L之滴定et;代、ささあると乏乙r-¥¥のか，三l'机をミ之己、予

めの々 、之手、、く勾ブラ"与¥¥12、3'50

まが宮城臥，②ち気的建回三宅三宅羽毛長訴さとと1::.，町

主与庁恥Ið-\~ろ尽~， o (.ずC;J ②をの腎寝在感ヲ邑君主武ポF事Z主t(ヒ鳥

寺主Fi とをふたつ 9積装§麿住Ll 之厳密に義析す~，川ゆ印~':橘
迄主義の蓋ヌ{;，-二一宅、J をみとめた土で‘の， 灯、~芳次F手に薦守2与を勾

さあきこじ乙ヱ判、論忍今風寄之さいえは、，社会主=人闘争ゑ怒ること

)1アaf!I~ミれ尽く之IdJ$.sぬ。 ⑤二ぎ与に， 主語的建支王合~\" き話

相策7o~，と fき崇っさ，千T~ す3 虫色き l守舟tれた均院の1包J/r=.畏広三主川

~穏を三色、五五五こと ;1'，. ~t少で万日前。 ③三をq ょう応部島幸、ofd.すS

iW因f寺，フま 3 乙ニち.λ積，~え為仁t とつ'くのでI e/i lJ-¥肌存ら

7き¥¥0 ⑤'-lSé-. をじっ約縫 f仇ノ(J'~司が亘1Z，.~m t z. -措定tたよ

う1苛苛の C'7ã tt 収~.忍ら怠ハホ幸)。 一一コ孔w.手トhモ，宣言零fdi主f穫

が‘1yち乙 1、吉方、 O lLK7如、v"

本〉 堤の邑鴇悼を，主義助長是正t色A急務らf手・;r鞠r:t.-l~、あろと喜納ら

手引い2ン荊畏の主主義広〆t万一工守ξtえ零芝、みら

林〉 た注 目7ハモヤリ〉著作話勧定丘〉乏投与じた艇身仁志ちレ↑7仰ぎた

哨相生菌.-10)宅設 1"1，ち努均定在3\f~鴻(\ 0 2.~rð. 意図的刊さモζう~~

-'.間交生色系かちの箇守主白百五件用JZ.昆可ろがちロ仁田~'L- ~立鴨川主H

B妄混とl2..事三たリC;;U\ 敗訴!ユ811之湯~Q)

6.2 Lévì-~tr仰ぎS rJ~動物理存乙~\~自然.初か~ l'がと思ちを枚

下手ヂ片 dt:i' E， 伊野与の思考 3 左!手じめとぢ多 γト-，三スムム '布

幌左~々、 L. 朗らか戸した・をこで・奥出才臥 7乙院締と陪，;;$"来対留守1
~;，で'ái ~f志京ð)，3，.，三つ母校存一一白夜界q枚 F幸之主工念の秩序とーー

がう実尚之二3. 忠之の宿がさ‘「古 J 租7司古主、豆\\仁嬬1もする-e0)~・

あるτ ときあ'}-フ~り，商事ð)関係Þ"- 本質的ヒく鳴〉と1 之主主

脅制作費幸町 6'2広d， と 1、ぅ=とで'方っ Fと3ラ 。 を の 仕 事 と ( 不 定

1工セ〉如tてこtヤ之主主ラ怠らたデ仁志1手， 人工初-t!1/ I ¥か!こ Lで恵考恰

‘在ゑ選有E京高づ、什芸昔、乏F 俸がきペ、ミ安課電と ，Z. 禾 LてみF乙が

づ 1三の 2、あ ~o

N‘B. . Du:味}官、\0)前こt't2尽き喝さ三モテ，克議命き器~モ.芋T三 ~(.\1t-掌~

モラノcrf7'与をみタoι之内幸が -1主。宅ι1)tmkhettれが'三三U¥ちを切っ'Z.V¥た

ちノ当宗根，尋常助苛古傷撃を‘社志向幸三注意急今亡はっとl'2台工事ヴ汁?三さ

あ3う，と追え陪想像;す%

4o..4IJ 



崎爪大三郎

1u工品高司¥Ci)奇物左，主務話b言E在之二者受急樗培主LZヨテきことにc九

て，ひとつの薪らし II1ai生八c?)司侠栓13'・拓けd-<>私陪，毒気秒告さ在

の被怠乏樹て 2きことにふ之，社会奇象的湾B}:tさ三原リくEく 1本の窓

芳の鋲乏訴さ号、官三三フと. つどめ之竹 ~òl 民、

N.B. 喜噺持ヨr.~ í1ff支怠台、消毒味ε安~花減俸制'e<3あ'3"1 と"記号

甥 1掛『戸主知3β... 羽毛p〆実免き6b付金ミとふをによ滋主義

と璃会裕美1Y~注ち{t 切う、Zムとつ勾帰有意をち資ω\ à..o

匂己ち主用f~'" 否伺併のIl'!明械受煎、tr~ヨa家墓角frrll-rィ J とl21主互換

QU¥:き=と芝‘持県南t2.¥ ¥ d附けさ・td-7されしむl3~lbめ2 諸国\<=-，愉克也L

てEおも 1 之\'~ lずし担金的7迫害返1f'，，由f左r:=.現段掌的制改f=:

白河川しl¥itおきうけれLれち附巴l¥:，事免許よい るの易生が社念.~

努[，.0ありつ可左全く芹号制つ川.註念至手段φ平耳矧契機ξおしと1113Dヘ

ラ車業:1&-， ~l L， 全ぬき争奪えζろを(-$俊こち毘設さ的1&-X)玄にふZ先

立E苛ち二ヒt鴨署き与さ‘おると慎吾¥E(之l'3b庁之¥.rす む¥¥0 厄て~I存ら.主

完的生存1芯 包俳~lビ内せ呆をがたラフいく3ヰ干る話2・a;1) 芯 'l>'" ら，をこ

れグ{ち江可~機匁1を恥告白降下 T間建~，匂~規定叫もをエ色く

白石二え之"~~ち!'nち o

えは白常守票の主主持仁"すた肉在(よ3とをと...i之(Z.記l念を=.，Z事対

話下手。穏期 f之ま2‘ E芝方?，-~tð= f5J'1 fj' ~う .0 ~~Z"・ fð-， 設念f泊

fJf:)t1) t(J)の旬くf2~乏$l}1Zあ'ワ，全工4にか君主芹トロ議主色~U\c~" ~2刊.2，'

あ加告知tp~すく~8常急会音寺ε 窄南町(.包~~~ìち偽た寵

いれ二とか・2ミ再げLK聞記念の万T容を芹設相佳閉うロ?なた~fTÒ\毒9

8 ヲ守をちを守丸紅念売さ品が::橋加でで幻に事件青山ー毒物討さ簿

t::sb'1t13全土念事竪捻0・tミ刊私らくの f志日常含急安売左祇判的位栽封

切ためのヲ反動降板劫，一会合ふ毛寝室Lハ今川市町?主。

6.3 -=-9崎ば章に俗，本来初「主孝頭碇もとも.， 1.... dl' 

‘くべ‘主之二 3~，こと才ち可b工品ム -rAd句4f嘉請わ」と聞い之 i 

Jる3 ところが・~，いこ臥ず，領解の 1夜間とfき 3- dJe-r手13-1¥s ~，産
リLう世相工占3・毒物とl¥ラことばの方ずー苛存tれ長田誉会毛主こ〔之ら

48. 

ぴくの 1ユもち3 九官3ラ t)'t\~ 私広 乏lt¥Z;にち〆七て産寝泊齢窓話取乏1

主砲め11:1=つ t ~ (3，，， ~1iミb 芝 q 昌を m ペ‘乙Jj ¥¥ '1三 (2きし毛処分。

ιかしき宅給金主存と川う液&1こ定築らしい史きるを2与え 3合同， ι-
うや4 二二最終訴に7きフ之がち会aリJ (かを〆ニlれが・袖震動ガク

モ宿舌与7証取危 z・正月a..~ z:、/を~'ktまa，. r二.茨持寺!こ削司イホ-~'t.喚

起c.ß.\\さあき 53 二今岡誘互開r\~三と「ぎ， ...，.ご¥¥ t= 1=:. O"Iら"tフれ?とD

'7二号f 壁際にら，単仁 γ季初~ 'dJ; ~とがJ 1mコ:rtr~~~， 0) ~与初

-l ~， a五3 とか， ミトbめ 2 1ミ正確B積雪互〔たち 113可モ令聞'9'3ごとで:

稔~O)中町全魚釣弓被怠稿域主傷害誌、l~ "Sと l 1三勾をあ~..， 2¥いと‘

宅，ニO)~ 7J I-=' ~. . 'C'うt之も無強n‘悔い， ←季初..l elげ町誌が.

多急激ヒT忌8怠と¥宅(Qj絡事 ι 小 s :t~憶を庄ð-存 1\ Jb ITにj手い

か7言台今 1ミ~51さー以上，す 1¥コに(抗、J.hv"崎市土吋~
け10淑 )

49_ 

REFERENCES 

Beckett， Samue1 1953 Wa主主， Olympia Press，芭霜陵町Rf fi"~-/ ト♂
工97工， e民社工.

踊爪大三節 目 71 fi包容詰品..'(芳喜ヰミ)ョ

工977ar:令主主系@祉をミ哩誌の荘拘ヒ.，I，l?γV/fロゴス占工:92-9斗.

1977b r設号室1im-t偽(京;=1芭ラ.JS弄草寺ミ)。
工977cr-く寝宵毛討究?同生>さ拘<"、ヲて..，<三手事表〉。

工977dr<5詩〉液晶Sえきのう~f.実穂的韮捷 ~f む感忍)0
11¥室直意在 日7斗「稽i1iË-蒋保今祈o 持主巴とう~\云""琶柏市ア夜食鳥 F控論

和弘知(往生当手議邑 1):工5-80. 青空取珠湾、R念。

Morishima， Miehio 工973Marx's Economíc~ ， Cambridge U.P.，藍第L

寛章芸τ醇吹ú'~1しウスα 健;汗寄与'é) ，工97斗，理常細融持坊主主 o

Sartre， J.-P. 1938 La nausee， Ga11imard，白#浩司令疋，EFEE-ntよ

工95工，人女童霞L.

工977・工0-28 秩有

工977ー工0-29 顎工悶l

1<J甲子11.ーワ 事2司l

ゐー

場爪大三郎【~げ柄 Fヂ\1く泊お)
〒248鎌倉市材木座5-9-11

PHONE 0467・22・工030

魚種 二橋苛え 51782

-ーーーー一 一


